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１． ワーキンググループ設置の目的 

ＣＣＳ事業において用いる工作物の技術上の基準の運用にあたっては、導管からの CO2の

漏えいに対する保安措置など、CO2の特性を踏まえた詳細な解釈例（具体的な基準）を新たに

議論・策定する必要がある。有識者等の技術に係る専門的な見地からの意見を得つつ解釈例

の策定を行うため、二酸化炭素貯留事業等安全小委員会の下に、学識経験者、研究者等から

構成される本ワーキンググループを設置する。 

 

２． スケジュール（案） 

⚫ 第１回（１０月２４日） 

導管輸送工作物に係る解釈例の方針や参考となる既存の基準等を事務局から説明し、導管

に関する規格を策定している民間団体等からヒアリングを実施するとともに、論点等について

審議 

⚫ 第２回（１１月から１２月） 

事務局が作成した解釈例の方向性案について審議 

⚫ 第３回（１月から２月） 

事務局が作成した解釈例案について最終審議 

 

３． 委員構成 

学識経験者、研究者等から構成 

※委員名簿は別紙のとおり 
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